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オオサワ株式会社

代表取締役社長　　大澤　愛一郎

1954年（昭和29年）11月

2003年（平成15年）  4月

5000万円

44人

〒521-0236  滋賀県米原市間田395番地

滋賀県知事 許可（特-30）　第61502号

土木 工事業

建設 工事業

とび・土工 工事業

石 工事業

屋根 工事業

タイル・れんが・ブロック 工事業

鋼構造物 工事業

鉄筋 工事業

ほ装 工事業

しゅんせつ 工事業

塗装 工事業

防水 工事業

造園 工事業

水道施設 工事業

解体 工事業

各種許可番号 一級建築士事務所／滋賀県知事登録（ハ）第1826号

測量業　第（2）-30462号

創業　大沢組として土木建設業開始

大沢一雄が代表となる

大沢興業株式会社設立、資本金4,800千円

舗装工事業を本格的に開始

代表取締役に大沢一雄が就任

代表取締役に大沢泰造が就任

ISO9001認証取得

大沢興業㈱の建設事業を新会社　オオサワ㈱に分割承継

代表取締役に大沢泰造が就任

代表取締役社長に堀田隆が就任

エコアクション21認証登録

代表取締役社長に大澤愛一郎が就任

JPSMS認証登録

2012年9月

2017年6月

2005年9月

資本金

従業員数

本 社

建設業の種類

1954年11月

1965年4月

1996年11月

2000年12月

2003年4月

2004年9月

設 立

1.事業概要

　お客様から与えられた仕事に感謝し、コンプライアンス(企業倫理･法令遵守)に誠実に誠意と努
力で取り組み、お客様から満足され信頼を得、安定した強固な企業基盤を確立し、会社の発展と働
く人々の生活を守ります。
蓄積したあらゆるノウハウを生かし、未来に向けて地域社会の活性化と環境整備に貢献します。

社 名

代表者

創 業

経営理念

会社概要

沿革
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人数 資格名 人数

一級土木施工管理技士 13 防災士 1

二級土木施工管理技士 4 宅地危険度判断士 10

一級建築士 2 応急危険度判定士 2

二級建築士 2 住宅状況調査技能者 1

一級建築施工管理技士 3

一級舗装施工管理技士 5

二級舗装施工管理技士 8

測量士 3

平成16年　第8回　滋賀県土木交通部門　滋賀県知事賞

平成18年　第10回　滋賀県農政水産部門　農政水産部長賞

平成21年　第13回　滋賀県土木交通部門　滋賀県知事賞

平成22年　第14回　滋賀県土木交通部門　土木交通部長賞

平成24年　第16回　琵琶湖環境部門　琵琶湖環境部門賞
平成24年度　民有林治山工事コンクール滋賀県林業協会会長賞

令和元年度　水資源機構　理事長表彰
県道鷲見4-1工区他整備工事

資格名

平成13年度　第1720・1725号　野瀬山補助通常砂防工事

平成16年度　第3号　山東伊吹地区農業集落道路舗装工事

平成19年度　第A43-2号　彦根環状線補助特定交通安全施設整備（統合）工事

平成21年度　第C152-1号　国道306号地域自立活性化交付金工事

平成22年度　第1号　地域防災対策総合治山工事
平成２７年度　第１９回　農政水産部門　農政水産部長賞

平成25年度　第1号　田根北地区用排水路第一工事

技術者在籍数

営業用機械

土木工事
バックホウ
タイヤショベル 等

舗装工事
モータグレーダー
タイヤローラー  
アスファルトフィニッシャ 等

工事車輌
ダンプトラック
ユニック車 等

優良工事表彰受賞
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（１）

（２）

TEL

FAX

URL

（３） 認証・登録の対象範囲

　認証・登録の対象範囲 本社

住宅事業部 事務所・エス・バイ・エルオオミ北

（滋賀県長浜市平方町688）

住宅事業部 ホビースタイルギャラリー琵琶湖

（滋賀県長浜市平方町720-1）

　認証・登録の活動範囲 総合建設業（土木・建築・舗装）

（４）

（５） 事業規模

2020 2021 2022

1,826,073 2,529,001 1,571,100

資本金（百万円）

従業員数（ 人 ） 44 44 44

本社 ギャラリー琵琶湖 全体

従業員数（人） 41 3 44

延床面積（m2） 921.7 132.5 1,054.2

敷地面積（m2） 3380.0 615.4 3,995.4

倉庫 延床面積（m2） 1209.0 - 1,209.0

資材置場 面積（m2） 3914.7 - 3,914.7

（６）

　環境管理責任者　川瀬　晴弘

　EA21事務局　　上坂　嘉博　

完成工事高（千円）

事業所規模

環境保全関係者

50

　滋賀県米原市間田395番地

　0749-55-2061

　0749-55-3811

　http//const.ohsawa.co.jp

事業内容

　総合建設業

　事　　業　　年　　度 2022年7月1日～2023年6月30日

　〒521-0236

2.エコアクション21実施体制

事業所及び代表取締役

　オオサワ株式会社

　代表取締役　大澤　愛一郎

所在地

土木工事 建築工事 舗装工事
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（７） EA21実施体制

・環境経営方針の設定・見直し
・環境経営管理責任者の任命 
・環境経営マニュアルの承認 
・環境経営レポートの承認
・全体の評価と見直し 
・環境経営システムの審議 

・環境経営システムに関する全ての責任と運用
・環境への負荷及び取り組みの自己チェックの承認
・法規制等の遵守状況のチェック
・環境マニュアルを作成
・環境経営活動の取り組み状況を確認
・環境経営目標の達成状況を評価
・問題点の是正、予防処置に対する指示
・内部及び外部コミュニケーション記録の承認
・環境経営活動の取り組み状況の社長への報告
・環境経営レポートの承認
・担当責任者の任命
・環境経営システム運営の事務
・環境経営目標及び環境経営活動計画の取りまとめ作成
・実施達成状況の集計
・文書及び記録の管理保管
・外部からの環境に関する苦情や要望を受ける窓口　
・環境経営レポートの作成、発行
・責任範囲における環境経営システムの実施。

・責任範囲の環境経営活動計画書の作成、実施達成状況の報告
・責任範囲の特定された項目の手順書作成及び運用管理

・責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

全従業員

役職 役割

代表取締役

EA21推進委員会

環境経営管理
責任者

EA21事務局

担当責任者

・責任範囲における環境への負荷及び取り組みの自己チェック及び環
境経営管理責任者への報告

・責任範囲の特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テス
ト・訓練記録

EA21実施体制

代表取締役

環境経営管理
責任者

営業部 工事部

作業所

建築部

作業所

住宅事業
部

作業所

EA21
事務局

EA21
担当者

EA21推
進委員会
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環境理念

活動方針

1. 環境に関する法令や規則を遵守します。

2. 環境に基づいたＰＤＣＡサイクルを実施することで、継続的改善に取り組みます。

3. 環境負荷を低減させるため、以下の活動を実施します。

・電力による二酸化炭素削減

・ガスによる二酸化炭素削減

・化石燃料による二酸化炭素削減

4. 産業廃棄物排出を低減させるため、以下の活動を実施します。

・一般廃棄物の削減及び建設副産物の再資源化

5. 水使用量を低減させるため、以下の活動を実施します。

・水道水の削減

6. 環境に配慮した生産を向上するため以下の活動を実施します。

・環境に配慮した計画や設計または施工の提案

7. グリーン購入の推進

・建設資材や事務所用品のグリーン購入

8. 社会貢献の推進を図るため以下の活動を実施します。

　　　　 ・　ＣＥＳＡプログラムの実施・ＣＥＳＡプログラムの実施

　　　　 ・　淡海エコフォースターの実施など、地域に密着した地域貢献活動の実施・淡海エコフォースターの実施など、地域に密着した地域貢献活動の実施

9.

制定：2005/4/1

改訂：2019/7/1

代 表 取 締 役 堀 田 隆

代表取締役 大澤 愛一郎

3.環境経営方針

環境経営方針

　オオサワ株式会社は、総合建設事業者としてエコアクション２１に自主的、
積極的に取り組み、その継続的改善を経営の重要課題と位置付け、全ての事業
活動を通じて環境に配慮することで地域の循環型社会の構築に貢献します。

オオサワ株式会社は、全ての事業活動において、以下の活動を実施すること
で、環境負荷の継続的な削減に取り組みます。

全社員が自主的、積極的な活動を実施するため、この環境方針を周知徹底
させ環境保全の意識向上を図ります。

オ オ サ ワ 株 式 会 社
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□主な環境負荷の実績

単位

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

※負荷の実績は工事現場を含む

※上記二酸化炭素総排出量には目標に掲げていない灯油使用量が含まれている

□環境経営目標及びその実績

※電力の二酸化炭素排出係数は出光グリーンパワー㈱2019年度調整係数　0.619　kg-co2/kwhを使用している。

12 12

基準年度比 100% 100% 100% 100% 100%

環境活動の社会貢献
を推進

回 12 12 12
〇

4 4

基準年度比 100% 100% 150% 100% 100%

環境に配慮した工事
の推進

件 4 4 6
〇

12 12

基準年度比 100% 100% 100% 100% 100%

濁水防止の設置と適
正管理

回 12 12 12
〇

243 238

基準年度比 100% 99% 114% 98% 97%
水道水の削減

㎥ 248 246 283
✕

- -

基準年度比 100% 80% 100% 80% 80%

建設副産物の再資源
化率の向上

% 100% 80% 100%
〇

978 958

基準年度比 100% 99% 107% 98% 97%
一般廃棄物の削減

kg 998 988 1,064
✕

184,486 181,115

基準年度比 100% 99% 113% 98% 97%
二酸化炭素排出量

kg-CO2 188,251 186,369 211,973
✕

86,488 84,749

基準年度比 100% 99% 141% 98% 97%

化石燃料による二
酸化炭素削減（軽
油）

kg-CO2 88,253 87,370 124,629
✕

63,861 62,577

基準年度比 100% 99% 85% 98% 97%

化石燃料による二
酸化炭素削減（ガ
ソリン）

kg-CO2 65,164 64,512 55,193
〇

6,391 6,326

基準年度比 100% 99% 68% 98% 97%

LPGによる二酸化
炭素削減

kg-CO2 6,522 6,457 4,426
〇

基準年度比 100% 99% 98% 98% 97%

（目標） （目標）

電力による二酸化
炭素削減

kg-CO2 28,313 28,030 27,724
〇

27,746 27,463

※電力の二酸化炭素排出係数は出光グリーンパワー㈱2019年度調整係数0.619kg-co2/kwhを使用
している。(2020年度、2021年度、2022年度）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年
評価

2023年 2024年

（2018年) （目標） （実績）

総排水量 ㎥ 270 248 283

t 4,030 2,145 3,031

産業廃棄物特別管理型 kg 230 0 0

廃棄物排出量

kg 952 998 1,064

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 231,194 188,600 219,062

４.主な環境負荷の実績

項　目 2020年 2021年 2022年
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

活動状況

（2019年) 取組紹介欄

kwh

2021年

2022年

LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

m3

2021年

2022年 281.90 101.79 101.90 101.58 101.21

184.40 83.40 103.35

100.78 100.42 100.58 80.73 101.48 201.58 101.48

7月 8月 9月 10月 11月 6月

202.70 101.60 401.10 101.90 203.50 203.80 104.10 205.75 278.33

12月 1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇

今期においては目標値に対し32％減と成りました。事業
所・工事現場共に使用量減と成りました。次年度において
は現場での使用量が削減できる様取り組みたいと思いま
す。

活動状況

・ガス器具の効率使用 ○
・定期的なメンテナンスの実施 △
・現場作業時には効率的な使用を行う ○

2,412

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

2,998 3,333 4,787

8,177 3,782 3,835 2,245 2,838 4,349 4,457

1月 2月 3月 4月 5月

4,701 3,106 2,622 2,265

3,670 3,582 3,241 3,019 3,092 4,415 5,159 4,170 2,998

5.環境経営計画の取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営目標・計画

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

7月 8月 9月 10月 11月

数値目標 〇 今期においては目標値に対し2％減と成りましたが各月毎
では増加傾向となる月が多く見受けられました。電力使用
量において今期では工事現場での使用量が多かった事が要
因と思われます。次年度につきましてはエア
コンの運転管理を調整し削減へ繋げて行ける様努力しま
す。

・空調温度の適正化（冷房28℃　暖房20℃） 〇
・不要照明の消灯 ○
・OA機器の省エネ設定 ○
・休憩時間の消灯、退室時の消灯の徹底

6月12月

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

電力（kWh）

2021年 2022年

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ガス（㎥）

2021年 2022年

冷房28℃
暖房20℃

こまめに消灯 休憩時間の消灯

ガス器具のメンテナンス実

施

現場作業時には効果的な使

用の実施
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

化石燃料による二酸化炭素削減（ガソリン）

活動状況

取組紹介欄

L

2021年

2022年

化石燃料による二酸化炭素削減（軽油）

活動状況

取組紹介欄

L

2021年

2022年 3,677 2,975 4,552 4,659 3,432

2,606 2,701 2,695

4,455 4,246 4,677 3,952 3,707 4,743 3,231

7月 8月 9月 10月 11月 6月

2,843 2,974 3,251 2,843 2,858 3,009 2,590 2,443 3,392

12月 1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 ✕

今期においては41％増と大幅な使用量増と成りました。車
両での使用量は前年より減と成りましたが、工事現場での
使用量が増えた事が要因と思われます。今後も建設機械の
省エネ運転に取組ます。

・エコ10ドライブの実施 ○
・重機不稼働時のエンジン停止 ○
・重機運転のエコ8運転の実施 ○

1,988 1,719 1,588 1,722 1,483

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,845 2,014 2,679

2,854 2,316 2,200 1,833 1,944 2,265 1,878

2,745 2,384 2,501 2,422 2,300 2,274 2,263 2,336 2,326

7月 8月 9月 10月 11月

数値目標 〇 今年度においては作業現場の件数も多く稼働量が増えた事
で増となりました。通常運航においてはエコドライブを行
うなどし燃費を抑える運転を実施していますが全車両の移
動距離に比例し燃料消費も増えた事が要因と思われます。
通常の削減活動には問題無いと思われますので次年度にお
いても継続し取り組みたいと思います

・エコ10ドライブの実施 ○
・効率的なルートで移動 △
・作業に不要な車両の乗り入れを抑える △

6月12月 1月 2月 3月 4月 5月

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

車両ガソリン（L)

2021年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

車両軽油(L)

2021年 2022年

エコ10ドライブの      
実施

エコ対象車両への入
替

エコ10ドライブの         
実施

エコ8運転の実施
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

一般廃棄物の削減

活動状況

取組紹介欄

kg

2021年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

活動状況

取組紹介欄

%

2021年

2022年 100 100 100 100 100

100 100 100

100 100 100 100 100 100 100

7月 8月 9月 10月 11月 6月

100 100 100 100 100 100 100 100 100

12月 1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇

産業廃棄物の処理については適正に処理ができ全てリサイ
クルできています。次年度においても継続し取り組みを続
けて行きます。

・分別の徹底 ○

・リサイクルの徹底 ○
・再利用可能な製品の利用促進 ○

69 84 82 61 101

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

68 70 63

85 102 109 67 81 126 98

7月 8月 9月 10月 11月 6月

79 84 87 80 65 133 120 72 77

12月 1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 ✕

今年度は年間を通じ排出量が多かったことから約7％増と
なりました。次年度においては排出量削減に向け再度教育
を行い削減へ繋げて行ける様取り組みます。

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 △
・社内文書の電子化への促進 ○

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
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用

分別の徹底

分別・リサイクルの    
徹底

産業廃棄物の適正処
理
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

水道水の削減

活動状況

取組紹介欄

m3

2021年

2022年

濁水防止の設置と適正管理

活動状況

取組紹介欄

回

2021年

2022年 1 1 1 1 1

1 1 1

1 1 1 1 1 1 1

7月 8月 9月 10月 11月 6月

1 1 1 1 1 1 1 1 1

12月 1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇

濁水流失対策を行い未然に濁水流出を防いでいます。次年
度においても継続し取り組みを続けて行きます。

・現場パトロールの実施 ○
・濁水防止対策の確実実施 ○

28 24 20 22 22

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

19 22 22

24 21 23 23 23 33 22

7月 8月 9月 10月 11月 6月

25 25 22 22 22 22 16 16 19

12月 1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 ✕

今期においては14％増と成りました。工事現場での使用量
が増加したために増えたと思われます。

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 △
・漏水の点検実施 ○
・散水に用いる用水については河川等を
利用する

○

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
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濁水防止対策 濁度の観測

節水を呼び掛ける       
ステッカー

定期的な漏水チェッ
ク
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

環境に配慮した工事の推進

活動状況

取組紹介欄

件

2021年

2022年 0 0

6月

2 2

0 1 0 0 0 1 1

12月 1月 2月 3月 4月 5月7月 8月 9月 10月 11月

0 3 0

数値目標 〇

今期においては6件の公共工事を完成することが出来いず
れの現場も環境に配慮し施工を行いました。・環境配慮型の建設資材の優先使用の実

施
○

・環境に配慮したプランニングの提案 ○

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

環境配慮型重機 環境調査
ビワクルエコ製品

の使用
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

環境活動の社会貢献を推進

活動状況

取組紹介欄

回

2021年

2022年 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

その他の取り組み

1.00 1.00 1.00

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

7月 8月 9月 10月 11月 6月

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

12月 1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇

毎月のエコフォスターの実施が行えました。次年度におい
ても継続し取り組みを続けて行きます。

・淡海エコフォスターの実施 ○
・各団体実施による地域貢献活動への参
加

○
・CESA実施 ○

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

従業員通用口に環境ボードを設
置しEA21の関連情報などの広
報を行っています

月1回環境パトロールを実施し
作業所における環境活動の実施
状況をチェック

ICT施工実施に伴いドローンに
よる測量や重機のオペレーショ
ンシステムを導入し施工を初め
ています

淡海エコフォスターの実施
•淡海エコフォスターとは、滋賀県が環境保全を目的とした制度で、エコ（環
境）とフォスター（育成する）を結びつけ、環境こだわり県・滋賀を表す「淡
海」を冠した造語で表されています。
活動内容は公共的場所の美化および保全のため、事業者等がエリアを定め当該
場所を愛情と責任を持ってボランティアで清掃する活動です。環境美化に対す
る県民等の意識の高揚を図るとともに、ごみの散乱を防止し、県民等が一体と
なった地域活動を推進することを目的とされています。

CESAの実施
•CESAとはNPO法人CESAが実施している環境プログラムで、公共工事で
行っている自然保護活動をより深く解りやすく地域の方々に知ってもらうべく
行っている活動で、単なる工事現場見学会ではなく住民参加型のプログラムで
す。
対象も幅広く保育園の園児から自治会まで多様な範囲で実施しており参加規模
に合わせ様々な活動を行っています。
最近ではＶＲを使用し工事前と完成後の生活の違いの体験や、災害が多発して
いる事から水害・土砂災害の疑似体験をして頂くなどしています。
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一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出

廃自動車のリサイクル券

家電リサイクル券

特定建設資材の分別解体による再資源化

対象物品のリサイクル

危険物の保管、届出

第1種特定製品の定期点検、簡易点検

一般廃棄物の分別、取集、排出

過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。

10 フロン排出抑制法
環境管理責

任者
○

11 地域ゴミ出しルール 全部門 ○

対象特定建設作業の届出、対象特定施設の届
出、規制値の厳守

工事部
建築部

〇

※法的義務を受ける主な環境関連法規制は上記の通りです。

環境関連法規規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は順守されていました。

対象特定工事の届出、規制値の厳守、特定粉塵作業

9 消防法
工事部
建築部

〇

6 資源有効利用法
工事部
建築部

○

7 騒音規制法
対象特定建設作業の届出、対象特定施設の届
出、規制値の厳守

工事部
建築部

〇

8 振動規制法

5 建設リサイクル法
工事部
建築部

○

2 自動車リサイクル法 全部門 〇

3 家電リサイクル法 全部門 〇

4 大気汚染防止法
工事部
建築部

〇

1 廃棄物処理法
工事部
建築部

○

6.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境関連法規名 取り組み内容 関連部門
順守状

況
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針

環境経営目標・計画

実施体制

実施体制及びシステム運用上の問題も特に無い様
なので今後も持続できるよう取り組む事。

7.代表者による全体の評価と見直し・指示

【前回の指示への取組結果】

工事現場に設置する廃棄物コンテナについて産廃処分業者との契約は混載となっている事から分別するこ
となくコンテナへ投入していましたが今後はできる限り分別を行い資源の有効利用と廃棄物排出抑制に繋
げていく様取り組む事とし活動を継続していく様教育を行いました。

大きな環境変化は無く環境負荷低減活動
は実施されていると思います。

近年ではコロナウイルス蔓延に伴い行動が抑制さ
れる事案が多く活動が思う様行えなかったケース
もあったかと思いますが問題無く実施されてた様
なので今後も継続し取り組む事。

軽油消費量・一般廃棄物排出量・水使用
量3項目につき目標達成が出来ませんで
した。

目標未達の一般廃棄物排出量については前年も未
達となっている事から問題点を洗い出し次年度で
は改善できる様取り組む事。

システムは運用においては問題無く運用
されていると思います。

変更なし

変更なし

変更なし

変更あり

変更あり

変更あり
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